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山
旅
通
信
【
ひ
と
り
画
っ
展
】
一
一
〇
一
号

▼
『
日
本
百
名
山
の
伝
説
と
神
話

（
一
）

』

利
尻
山
の
は
な
し

「
ド
ン
と
ド
ン
と
ド
ン
と
波
の
り
越
え
て
」
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北
海
道
利
尻
島
の
利
尻
山
（
り
し
り
・
標
高
一
七
二
一
ｍ
）
は

『
日
本
百
名
山

（
深
田

、

』

久
弥
著
）
の
一
番
目
に
書
か
れ
て
い
る
山
。
利
尻
郡
利
尻
町
と
利
尻
富
士
町
と
の
境
に
あ
り

ま
す
。
日
本
最
北
の
山
で
、
利
尻
岳
と
も
書
か
れ
、
島
そ
の
も
の
が
ひ
と
つ
の
山
に
な
っ
て

い
ま
す
。
美
し
い
姿
か
ら
利
尻
富
士
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
は
不
思
議
な
こ
と
に
熊
や
マ
ム
シ
な
ど
の
ヘ
ビ
類
が
い
な
い
と
い
う
。
深
田
久
弥

は
『
日
本
百
名
山
』
の
中
で
、
か
つ
て
利
尻
島
南
東
方
向
対
岸
の
北
海
道
天
塩
（
て
し
お
）
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町
で
山
火
事
が
あ
っ
た
時
、
火
事
現
場
か
ら
逃
れ
て
き
た
の
か
熊
が
泳
い
で
渡
っ
て
き
て
、

す
み
つ
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
い
つ
の
間
に
か
い
な
く
な
っ
て
い
た
。
た

ぶ
ん
ま
た
古
巣
へ
泳
ぎ
帰
っ
た
の
だ
ろ
う
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
書
い
て
い
ま
す
。

山
名
は
ア
イ
ヌ
語
の
「
リ
・
シ
リ
」
の
音
訳
「
高
い
島
山
」
と

い
う
意
味
で
、
と
な
り
の
低
い
島
山
「
礼
文
」
に
対
す
る
も
の
。

こ
の
山
は
、
島
の
中
央
に
山
頂
を
突
き
上
げ
、
北
峰
（
一
七
一
九

ｍ

、
本
峰
、
南
峰
（
一
七
二
一
ｍ
）
の
三
つ
の
ピ
ー
ク
を
持
っ

）
て
い
ま
す
。
で
も
北
峰
か
ら
先
は
崩
落
が
激
し
く
登
山
禁
止
に
な

っ
て
い
ま
す
。

北
峰
に
利
尻
郡
利
尻
富
士
町
鴛
泊
（
お
し
ど
ま
り
）
地
区
に
あ
る
利
尻
山
神
社
の
奥
社
の

祠
が
あ
り
ま
す
。
利
尻
山
北
ろ
く
に
は
鴛
泊
ポ
ン
山
（
四
四
四
ｍ

、
南
麓
に
鬼
脇
（
お
に

）

わ
き
）
ポ
ン
山
（
四
一
〇
ｍ

、
仙
法
志
（
せ
ん
ほ
う
し
）
ポ
ン
山
（
三
二
〇
ｍ
）
な
ど
と

）

い
う
一
風
変
わ
っ
た
名
前
の
小
さ
な
寄
生
火
山
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
北
に
直
径
二
五
〇
ｍ
の

姫
沼
、
南
麓
の
沼
浦
（
ぬ
ま
う
ら
）
に
は
直
径
四
〇
〇
ｍ
の
オ
タ
ド
マ
リ
沼
、
三
日
月
沼
が
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あ
り
、
山
の
風
景
に
趣
を
そ
え
て
利
尻
富
士
観
望
の
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
山
は
古
く
か
ら
高
く
そ
び
え
た
美
し
い
姿
で
、
航
海
や
漁
場
の
目
印
に
さ
れ
、
海
の

安
全
を
願
う
人
々
か
ら
崇
め
ら
れ
た
と
い
う
。
し
か
し
姿
に
似
合
わ
ず
こ
の
山
の
気
象
は
厳

し
く
、
天
気
が
晴
れ
て
山
の
姿
が
あ
ら
わ
す
の
は
、
一
年
の
う
ち
一
〇
〇
日
も
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
ま
た
利
尻
山
に
吹
き
込
む
風
は
「
北
海
の
荒
法
師
」
と
も
呼
ば
れ
る
ほ
ど
烈
し

い
と
い
う
。

こ
こ
利
尻
島
に
は
長
く
ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
が
住
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
こ
に
初
め
て
和
人
が

入
っ
て
き
た
の
は
一
七
〇
六
年
（
宝
永
三

。
能
登
の
人
、
村
山
伝
兵
衛
が
松
前
藩
か
ら
ソ

）

ウ
ヤ
場
所
の
漁
場
請
負
人
を
命
じ
ら
れ
て
、
住
み
は
じ
め
た
の
が
開
発
の
先
駆
け
だ
そ
う
で

す
。
そ
の
後
一
七
八
七
年
（
天
明
七
）
八
月
に
は
フ
ラ
ン
ス
の
探
検
家
、
ラ
・
ペ
ル
ー
ズ
と

い
う
人
が
、
サ
ハ
リ
ン
島
か
ら
南
下
し
た
時
、
宗
谷
海
峡
で
こ
の
山
を
見
て
、
館
長
の
ラ
ン

グ
ル
に
ち
な
ん
で
ラ
ン
グ
ル
峰
と
名
づ
け
た
と
い
う
。

登
山
の
古
い
記
録
と
し
て
は
、
江
戸
時
代
後
期
の
一
七
八
九
年
（
寛
政
一
〇

、
武
藤
勘

）

蔵
の
『
蝦
夷
日
記
』
の
バ
ッ
カ
イ
ベ
ツ
か
ら
ソ
ウ
ヤ
へ
の
七
月
七
日
の
見
聞
記
が
あ
り
、
そ

れ
に
よ
る
と
、
最
上
徳
内
（
も
が
み
と
く
な
い
・
江
戸
時
代
中
後
期
の
探
検
家
で
あ
り
江
戸
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幕
府
普
請
役

が
記
さ
れ
て
い
て
こ
れ
が
最
初
ら
し
い

江
戸
時
代
後
期
の
一
八
〇
八
年

文

）

。

（

化
五
）
に
な
り
、
ロ
シ
ア
武
装
船
の
来
襲
の
と
き
に
は
、
幕
府
か
ら
出
兵
を
命
じ
ら
れ
た
会

津
藩
士
が
水
腫
病
に
か
か
り
、
大
勢
死
亡
し
て
い
っ
た
事
件
も
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

山
頂
北
峰
に
あ
る
神
社
の
里
宮
、
鴛
泊
の

利
尻
山
神
社
は
、
一
八
二
四
年
（
文
政
七
）

に
建
立
し
た
神
社
だ
と
い
う
。
そ
の
の
ち
、

山
頂
に
奥
社
の
小
祠
を
ま
つ
り
ま
し
た
。
つ

い
で
な
が
ら
祭
神
は
、
オ
オ
ヤ
マ
ツ
ミ
ノ
カ

ミ
、
オ
オ
ワ
タ
ツ
ミ
ノ
カ
ミ
、
ト
ヨ
ウ
ケ
ヒ

（

）

。

メ
ノ
カ
ミ
を
合
祀

ご
う
し

し
て
い
ま
す

オ
オ
ヤ
マ
ツ
ミ
は

『
古
事
記
』
で
は
大
山

、

津
見
（
お
お
や
ま
つ
み
）
と
表
記
さ
れ

『
伊
予
国
風
土
記
』
逸
文
（
い
つ
ぶ
ん
）
と
い
う

、

、

（

）

、

。

文
書
で
は

大
山
積

お
お
や
ま
つ
み

と
書
き

大
山
を
つ
か
さ
ど
る
山
神
だ
そ
う
で
す

ま
た

『
日
本
書
紀
』
で
は
、
大
山
祇
（
積
）
と
表
記
し
、
イ
ザ
ナ
ギ
（
男
神

・
イ
ザ
ナ
ミ
（
女

）
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神
）
の
子
。
大
山
を
つ
か
さ
ど
る
山
神
だ
そ
う
で
す
。

ま
た
オ
オ
ワ
タ
ツ
ミ
は

古
事
記

で
は
大
綿
津
見
神

お
お
わ
た
つ
み
の
か
み

日

、『

』

（

）
、『

本
書
紀
』
は
少
童
命
（
わ
た
つ
み
の
み
こ
と

、
海
神
（
わ
た
つ
み

、
海
神
豊
玉
彦
（
わ
た

）

）

つ
み
と
よ
た
ま
ひ
こ
）
な
ど
と
表
記
。
海
の
三
神

の
一
神
で
、
綿
（
わ
た
）
は
海
（
わ
た
）
で
、
津
見
は
司
る
こ
と
な
の
だ
そ
う
で
す
。

、『

』

（

）
、

さ
ら
に
ト
ヨ
ウ
ケ
ヒ
メ
は

古
事
記

で
は
豊
宇
気
毘
売
神

と
よ
う
け
ひ
め
の
か
み

『
日
本
書
紀
』
で
は
豊
受
気
媛
神
（
と
よ
う
か
ひ
め
の
か
み

、
豊
受
大
神
（
と
よ
う
け
の

）

た
い
じ
ん
）
な
ど
と
書
き
、
イ
ネ
の
精
霊
の
神
格
化
し
た
も
の
の
よ
う
で
す
。
つ
ま
り
こ
の

祠
に
は
、
山
と
海
と
食
べ
物
の
神
さ
ま
を
ま
つ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

山
頂
の
三
角
点
（
点
の
名
称
「
利
尻
絶
頂

）
は
、
一
九
一
二
年
（
大
正
元
）
五
月
に
陸

」

地
測
量
部
の
技
師
井
口
貫
一
に
よ
っ
て
選
点
さ
れ
た
も
の
と
い
う

さ
ら
に
一
八
七
一
年

明

。

（

治
四
）
日
本
政
府
の
招
き
で
開
拓
使
顧
問
と
し
て
来
日
し
た
、
ア
メ
リ
カ
の
農
政
家
、
ケ
プ

ロ
ン
が
書
い
た
「
ケ
プ
ロ
ン
報
文

（
来
曼
北
海
道
記
事
）
に
は
「
バ
ツ
カ
イ
（
稚
内
市
の

」
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地
名
）
近
傍
ノ
海
浜
通
リ
数
英
里
ノ
間
、
殆
ド
円
錐
状
ニ
シ
テ
、
四
側
平
等
ナ
ル
利
尻
山
ノ

美
景
ヲ
眺
望
シ
ツ
ヽ
経
過
セ
リ
」
と
利
尻
山
を
見
な
が
ら
航
海
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
ま
す
。

利
尻
山
の
登
山
道
を
開
い
た
の
は
修
験
者

天
野
磯
次
郎
と
い
う
人
物

一
八
九
〇
年

明

。

（

治
二
三
）
こ
ろ
、
鴛
泊
（
お
し
ど
ま
り
）
か

ら
の
登
山
道
を
つ
く
っ
た
の
が
最
初
だ
と
い

う
。
明
治
後
期
に
な
る
と
、
植
物
学
者
牧
野

富
太
郎
も
植
物
採
集
の
た
め
こ
の
山
を
訪
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
「
♪
山
は
白
銀
、
朝
日
を
浴
び
て
・

・
・
」
の
詩
で
お
な
じ
み
の
『
ス
キ
ー
の
歌
』
の
作
詞
家
、
時
雨
音
羽
が
こ
の
利
尻
出
身
。

彼
は
利
尻
山
に
つ
い
て
「
山
は
世
界
に
山
ほ
ど
あ
れ
ど
海
の
銘
山
こ
れ
ひ
と
つ
」
と
詠
ん
で

い
ま
す
。
島
の
沓
形
岬
公
園
に
は
彼
の
「
ド
ン
と
ド
ン
と
ド
ン
と
波
の
り
越
え
て
一
挺
二
挺

三
挺
八
挺
櫓
で
飛
ば
し
ゃ
・
・
・
」
と
い
う
『
出
船
の
港
』
の
歌
碑
も
あ
り
ま
す
。
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利
尻
山
は
、
古
く
は
利
後
（
り
い
し
り
）
山
と
呼
ば
れ
た
と
い
う
。
こ
の
山
に
つ
い
て
民

俗
学
者
、
吉
田
東
伍
は

「

現
代
文
で
書
く
と
）
島
の
中
央
に
屹
立
す
る
休
火
山
に
し
て
、

、
（

洋
名
を
ラ
ン
タ
ン
と
い
う
。
壮
麗
な
る
円
錐
形
を
な
し
て
裾
を
四
方
に
延
ば
し
、
遠
く
こ
れ

を
望
め
ば
、
さ
な
が
ら
富
岳
の
よ
う
で
あ
る
。
よ
っ
て
北
見
富
士
の
名
称
が
あ
る
。
山
ろ
く

は
お
お
む
ね
樹
林
を
も
っ
て
覆
わ
れ
、
四
合
目
以
上
は
全
く
火
山
質
の
石
礫
（
せ
き
れ
き
）

を
も
っ
て
覆
わ
れ
て
い
る
」
と
い
う
よ
う
な
紀
行
文
を
残
し
て
い
ま
す
（

日
本
山
岳
ル
ー

『

ツ
大
辞
典

。
』
）

こ
こ
は
高
山
植
物
で
も
名
高
い
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。
緯
度
が
高
い
た
め
に
本
州
で
は

標
高
二
〇
〇
〇
ｍ
あ
た
り
に
生
息
す
る
高
山
植
物
が
、
利
尻
島
で
は
平
地
に
平
気
な
顔
を
し

て
？
生
え
て
い
ま
す
。
こ
こ
の
固
有
種
の
リ
シ
リ
ヒ
ナ
ゲ
シ
、
ボ
タ
ン
キ
ン
バ
イ
、
リ
シ
リ

オ
ウ
ギ
、
リ
シ
リ
ト
ウ
ウ
チ
ソ
ウ
な
ど
、
利
尻
の
名
を
冠
し
た
種
も
多
く
、
南
斜
面
に
群
生

、

（

）

。

す
る
チ
シ
マ
ザ
ク
ラ
は

一
九
六
八
年

昭
和
四
三

道
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
ま
し
た

ま
た
三
合
目

姫
沼
分
岐
近
く
に
わ
き
出
る
寒
露
泉
は
一
九
八
五
年

昭
和
六
〇

の

日

、

（

）

「

本
名
水
百
選

（
環
境
庁
）
の
な
か
で
一
番
北
の
名
水
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
名
水
は
、

」

サ
ケ
の
ふ
化
事
業
に
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
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▼
利
尻
岳
【
デ
ー
タ
】

★
【
所
在
地
】

・
北
海
道
利
尻
郡
利
尻
町
と
利
尻
富
士
町
と
の
境
。
Ｊ
Ｒ
宗
谷
本
線
稚
内
下
車
、
稚
内
港
か

ら
船
で
二
時
間
で
鴛
泊
（
お
し
ど
ま
り
）
か
ら
タ
ク
シ
ー
で
利
尻
北
麓
野
営
場
、
さ
ら
に
歩

い
て
六
時
間
で
利
尻
岳
（
利
尻
山
）
北
峰
。
二
等
三
角
点
亡
失
（
一
七
一
八
・
七
ｍ
・
二
〇

一
一
年
一
〇
月
一
三
日
）
と
利
尻
山
神
社
奥
宮
が
あ
る
。
そ
こ
か
ら
二
三
〇
ｍ
ほ
ど
南
の
南

峰
に
写
真
測
量
に
よ
る
標
高
点
（
一
七
二
一
ｍ
）
が
あ
る
。

★
【
位
置
】

・
北
峰
二
等
三
角
点
（
亡
失

：
北
緯
四
五
度
一
〇
分
四
九
・
六
四
秒
、
東
経
一
四
一
度
一

）

四
分
二
八
秒

・
南
峰
標
高
点
：
北
緯
四
五
度
一
〇
分
四
二
秒
、
東
経
一
四
一
度
一
四
分
三
一
秒

★
【
地
図
】
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・
二
万
五
千
分
一
地
形
図
名
：
鴛
泊

▼
【
参
考
文
献
】

・

角
川
日
本
地
名
大
辞
典
一
・
北
海
道
（
上

（
角
川
書
店
）
一
九
九
一
年
（
平
成
三
）

『

）
』

・

神
々
の
系
図
』
川
口
謙
二
（
東
京
美
術
）
一
九
八
一
年
（
昭
和
五
六
）

『
・
週
刊
日
本
百
名
山
三
二
・
利
尻
岳
、
羅
臼
岳

（
朝
日
新
聞
出
版
）
二
〇
〇
八
年
（
平
成

」

二
〇
）

・

新
日
本
山
岳
誌
』
日
本
山
岳
会
（
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
）
二
〇
〇
五
年
（
平
成
一
七
）

『
・

日
本
山
岳
風
土
記
三
・
富
士
と
そ
の
周
辺

（
宝
文
館
）
一
九
六
〇
年
（
昭
和
三
五
）

『

』

・

日
本
山
岳
ル
ー
ツ
大
辞
典
』
村
石
利
夫
（
竹
書
房
）
一
九
九
七
年
（
平
成
九
）

『
・
日
本
山
名
事
典
』
徳
久
球
雄
ほ
か
（
三
省
堂
）
二
〇
〇
四
年
（
平
成
一
六
）

・

日
本
百
名
山

（
新
潮
文
庫
）
深
田
久
弥
（
新
潮
社
）
一
九
七
九
年
（
昭
和
五
四
）

『

』

・
日
本
歴
史
地
名
大
系
一
・
北
海
道
の
地
名
』
高
倉
新
一
郎
ほ
か
（
平
凡
社
）
二
〇
〇
三
年

（
平
成
一
五
）
ほ
か
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

【
と
よ
だ

時
】

★
ア
マ
ゾ
ン
本
・
作
者
コ
ー
ナ
ー

https://w
w
w
.am

azon.co.jp/stores/author/B
004L

1S
D
T
E

★

ほ
か

M
y
books

h
t
t
p
s
:
/
/
t
o
ki
.
m
oo
.
j
p
/
b
a
i
t
e
n
/
b
a
i
t
e
n
.
h
tm
l

★
グ
ッ
ズ
・

社

S
U
Z
U
R
I

https://suzuri.jp/toki-suzuri/products
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